
２０１７年度 第７回関私教協幹事校会議事録 

 

１． 日 時：２０１７年１０月２３日（月） 19：00 ～21：00 

２． 場 所：日本工業大学専門職大学院 神田キャンパス ３階３０３教室 

３．出席者 

【幹事】西村 宗一郎（北里大学・事務局長）、小山 将史（日本工業大学・事務局次長）、木下 ひさ

し（聖心女子大学・事務局次長）、佐野 通夫（こども教育宝仙大学）、手島 陽介（杉野服飾大学）、

須川 公央、中林 俊明（白梅学園大学）、岩田 一正、徳田 光治（成城大学）、左巻 健男（法政大学）、

冨樫 伸（明星大学）、岡田 愛（立正大学）、田中 孝一（川村学園女子大学）、吉國 陽一、藤原 隆

紘（田園調布学園大学）、五十嵐 寧（日本工業大学） 

【事務担当】広野 彰（北里大学） 

【審議事項提案者】内海﨑 貴子（川村学園女子大学・第６部会部会長） 

４．協議 

〔報告事項〕 

（１）研究部の活動について 

 ・第 1 部会…12 月 9 日（土）城西大学紀尾井町キャンパスで第 3 回を開催する。内容は、教育

実習に関することについて、部会員に事前に準備したキーワードを参考に教育実習

にまつわることを書いてもらい、それを持ち寄って今後の活動に繋げるようにする。

第 4回は 3月初旬を予定している。 

 ・第 2 部会…10 月 1 日（日）大正大学で第 2 回を開催した。まず多摩大学から再課程認定申請

のついての情報提供を受けた。また、事前に部会員からとっていた再課程認定のア

ンケートから課題や疑問を討議し、それぞれの大学の対応や工夫が紹介された。第

3回は 1月を予定している。 

・第 3 部会…10 月 6 日（金）聖心女子大学で第 2 回を開催し、再課程認定などを中心とした情

報交換を行った。玉川大学から基調報告を頂き、報告をたたき台にして話し合った。

第 3 回を 12 月 2 日（土）日本女子大学で予定している。内容は、引き続き再課程

認定についての情報交換である。 

 ・第 5 部会…9 月 29 日（金）杉野服飾大学で第 2 回を開催し、今年度の方針を「コアカリキュ

ラム・教員育成指標が教員採用試験にどのように反映されるのかリサーチすること

に決めた。第 3回は、12月 22日（金）を予定している。 

 ・第 6部会…昨年度「教育実習及び介護等体験におけるハラスメント対応についての調査」報告

書を刊行し、また、今年度「教育実習におけるハラスメントの実態調査」を 11 月

に実施する予定である。 

 ・第 7部会…9月 22日（金）工学院大学で第 2回を開催し、女子栄養大学から LGBTの話題提

供を受け話し合った。次回は、1月又は、2月を予定している。 

 ・第８部会…メール会議で「教員育成協議会及び教員育成指標に関するアンケート」案を作成し

た。アンケートを実施し、回答が集まり次第、会合を予定している。 



○地区の活動について 

 ・北部地区…次回は 2 月 17 日（土）埼玉会館で予定している。内容は、教員育成協議会につい

て埼玉県教育委員会から伺う予定である。 

 ・千葉・茨城地区…次回は 12月 13日（水）に再課程認定の現状を川村学園女子大学から報告を

受け、情報交換をする予定である。 

（２）次年度の幹事校について 

 西村事務局長から、東京Ａ・Ｂ・Ｃ、千葉・茨城、北部、短期大学が幹事校の交代となるの

で交代する幹事校は新幹事校へ連絡を要請した。また、来年度からの新幹事校の幹事には、１

月の幹事校会からオブザーバーとして加わることも要請した。なお、次期幹事校未定の東京Ｃ

については、幹事校輪番について本日の審議事項の議題としていることが西村事務局長から報

告された。 

（３）『会報』第８２号の編集について 

   徳田広報部会報担当から、資料に基づき進捗状況の説明があった。 

  『会報』第８２号は、1月に発送する予定である。 

（４）ホームページの掲載状況について 

   五十嵐広報部ホームページ担当から、ホームページ用の第 1回研究懇話会の講演要旨を取り

纏めたこと、各研究部会の概要について全て2017年度の内容に更新したことの報告があった。 

（５）その他 

   全私教協の研究交流集会が 11月 25日（土）香川県善通寺の四国学院大学であり、10月 24

日（火）から参加申込が始まるとの報告が小山事務局次長から報告があった。 

 

〔審議事項〕 

（１）第６部会におけるアンケートについて 

   第６部会内海﨑部会長から、資料に基づき「実習生から見た教育実習におけるハラスメント」

に関する実態調査について調査研究を進めるための倫理審査申請があり、調査内容について、

若干の文言の修正を加え承認された。調査対象の大学生は、第６部会員大学、事前に調査協力

を承諾している大学数校と協力可能な幹事校の大学生である。倫理審査規程の策定等について

は、今後研究部を中心として検討する。 

（２）第８部会におけるアンケートについて 

   岩田幹事から、資料に基づき「教員育成協議会、教員育成指標にかかる調査アンケート」に

ついて関私教協加盟大学を対象に実施する旨の提案があり承認された。 

（３）2017年度 第２回研究懇話会について 

  田中研究部長から資料に基づき以下の提案があり、承認された。 

①開催日時は 12月 17日（日）13時 30分～17時 

②会場は、法政大学小金井キャンパス梶野町校舎東館２階体育館 

③テーマは「再課程認定を機に教職課程の新たな充実を目指す」 

④プログラム 



  ａ 再課程認定に向けた各大学の検討状況 

    ２大学に発表者を絞り、事務局から依頼する。 

  ｂ 域内都県市における教員育成指標の検討状況と大学の対応の在り方 

    ５つの域内の都県市の教育委員会に依頼することとした。 

 

  研究懇話会に向けたスケジュールについては、事務局から資料に基づき提案があり承認された。 

   ①11月 13日（月）に会員校・全私教協に案内等を発出し、11月 27日（月）締切とする。 

 ②全私教協に対する協賛依頼は、全私教協理事会の承認を得る必要があるため、事務局が 11

月中旬の全私教協理事会に向けて依頼する。 

次回、細かい進行表、役割分担について、研究部から提案する。 

（４）東京Ｃ地区の幹事校輪番について 

 西村事務局長から資料に基づき、東京Ｃ地区については、次年度の候補校が決まっていない

ので、役員担当の空き年数の多い大学から幹事校をお願いする旨の提案があり、次回幹事校会

で決定することとした。 

（５）大学統合による加盟校の脱会及び新規加入依頼について 

  西村事務局長から、日本教育大学院大学（東京Ｃ地区）が星槎大学大学院に統合となったとの

報告があり、このことにより日本教育大学院大学には退会届の提出を求め、届出次第、全私教協

に報告をするとの提案があり承認された。また星槎大学については現在新規加入を依頼しており、

加入の場合には神奈川・山梨地区となることが併せて報告された。 

（６）第 10回幹事校会会場について 

  西村事務局長から、次々回の第 10 回幹事校会と第 9 回幹事校会・研究懇話会会場校が法政大

学となり連続となるので、第 10 回幹事校会は他の幹事校での開催を各幹事校に検討するように

要請があり、承認された。 

 

第８回幹事校会開催予定 2017年 11月 28日（火）19：00～ 場所：明星大学 


